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新しく学生会長に就任致しました、都市環境系
４年の吉原ゆいです。部活はポピュラーソング部と
ダンス部に所属しており、現在ポピュラーソング部で
は部長として部活に携わっています。

私は１年生の頃から学生会役員として活動しており、今まで書記
次長と書記長を経験しました。前役職の書記長では、体育大会の

得点記録、交流会の参加及び議事録作成
を行ってきました。

そして今回、学生会長という大きな役割
を担わせて頂くことになりました。選んで
頂いたからには今まで培った力を存分に

発揮し、学校のために精一杯尽くしたいと思
います。

私たち学生会の主な活動内容は、体育大
会・高専祭などの行事の運営や、学生総会・
評議会の開催、毎年秋頃に行われる道内４
高専交流会への参加などです。今まで先輩
方が挑戦してきた行事での新しい試みや過ご
しやすい学校作りに、学生会の仲間や各委員
会などと協力し、さらなる高みを目指し成功するよう努めます。不
慣れではありますが、皆さんの期待に応えられるように全力で役を
全うしますのでご協力よろしくお願いします！

この度、楓和寮の寮長に就任しました、応用化学・
生物系４年の羽川綺香です。寮長という立場において、
至らない点や未熟な部分も多くありますが、これは伸
び代しかないとも言えると思うので、たくさん努力をして

いきたいです。
寮生活では、普段の学校生活や家庭では経験できないような、縦の

つながりや調和を築くことができます。こ
のような環境の中で、かけがえのない友達
に出会えることもあります。しかし寮での
生活の中で衝突や困難、不満に直面するこ
ともあるかもしれません。ですが、そうした

経験ですら自分を成長させてくれる糧になると
思います。そのため、私は寮生の皆さんに、寮
生活でしか得られない多くの経験をして欲しい
と思います。そして、その経験を通して成長し、
たくさんの思い出を作り、様々なことを吸収して
ほしいです。

最後に、私は寮長として寮生の皆さんの意見や要望にできる限り
対応していきます。また、何かトラブルが起きた際には、指導寮生と協
力し、寮生の皆さんが安心して暮らせる寮にしたいです。そして、寮長
で良かったと思ってもらえるように、また自分自身も思えるように、１年
間全力で努めていきます。どうぞよろしくお願いします。

新学生会長

吉原ゆい
4年2組

女子寮新寮長

羽川綺香
4年3組
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高専祭実行委員長　5年2組 中村求利

今年度、高専祭実行委員長を務めました環境5年の中村求利で

す。今年度の高専祭は、コロナウイルスの影響で行事や部活動に

援助費が回り、予算に余裕があった昨年度までとは異なり、コロナ

前と同じ予算水準に戻りました。それに加え、物価高騰やコロナ

期間に新たに取り入れたイベントの影響で、予算的に非常に厳し

い状況となりました。そうした制約の中でも、多くの学生の協力

とアイデアを結集することで、規模を縮小することなく無事に高専

祭を開催することができました。特に、実行委員の皆さんには、自

分のことを後回しにしながら、睡眠時間を削って取り組んでいただ

き、とても感謝しています。その努力のおかげで、多くの一般学生

や外部から来ていただいたお客さまに楽しんでいただけたのが何

より嬉しかったです。また、「 ただ楽しんでいただけ」と思ってい

る学生たちも実行委員の身からしたら、心の支えとなり、まさに今

年のテーマ「チーム苫達 」を体現しているように感じました。至

らない点も多く、ご迷惑をおかけする場面もありましたが、最後ま

で支えていただき、本当にありがとうございました。

高専祭について

体育委員長　5年2組　青木　温体育委員長　5年2組　青木　温

皆さんこんにちは。体育委員長の青木温です。

今年も冬季体育大会が無事に終わり、振り返ると、多く

のことを学び、成長できた一日だったと感じています。準

備段階から大会当日の進行まで体育委員全員で全力で

取り組みました。責任の重さを実感する一方で、無事に

終わらせることができた達成感も大きかったです。

今年の競技は、フットサル、相撲、バスケ、卓球、女子

ドッジボール、マリオカート、学科対抗綱引きなど、様々な

競技がありました。

特に学科対抗綱引きは、学科を越えたチームワークと

一体感を感じさせてくれた競技でした。どの学科も力を

尽くし、最後まで全力で戦い抜いたことが、何よりも印象

深いものとなりました。

また、運動が得意ではない学生も楽しんでもらえるよ

うにと、取り入れたゲーム競技では、体力に自信のない人

も参加でき、運動能力に関わらず、みんなで一緒に盛り上

がることができました。自分のペースで参加できる競技

があったおかげで、みんなで一緒に楽しむことができた

と思います。

学生たちの協力があってこそ、ここまで素晴らしい体

育大会が実現できたと実感しています。ありがとうござ

いました。体育大会を通じて、ただ競技を楽しむだけで

なく、仲間との絆や協力することの大切さを改めて感じま

した。



令和6年度 保護者懇談会の実施報告
教務主事補　 中村嘉彦

令和 6 年度の保護者懇談会を 10 月 25 日（金）に実施いたしました。 保護者懇

談会には計 685 名（当日以外に懇談された方 229 名および Teams や電話等を用い

たリモート懇談 104 名を含む。 全体の出席率は 70.1％）の保護者の皆様にご参加

いただきました。 お忙しい中ご出席いただきましたことをこの場をお借りして御礼申

し上げます。 教職員と保護者の皆様が情報を共有し連携していくことが重要であり、

保護者懇談会はそのような情報交換・共有、 および、 連携の一助となる機会となる

ものです。 そのため、 来年度以降に向けて、 よりよい行事となりますように準備・

検討を進めていく所存でございます。

例年、 保護者懇談会では主に第 4 学年の保護者の皆様を対象として今後の就職・

進学に向けた各系専門系教員による進路説明会を午前・午後の計 2 回実施しており

ます。 各専門系での就職・進学状況をご確認いただくとともに、 ご家庭でもよくお話

をしていただけますようお願いいたします。

また、 1 〜 3 年生は創造工学や HR 等の授業において様々な進路を選択した卒業

生による講演会や苫小牧高専協力会企業の方々との懇談会など学生自ら進路を考える機会を設

け、 キャリア教育を進めております。 低学年のうちからご家庭でも進路について話題に取り上げ

ていただけますと幸いです。

最後になりますが、 保護者の皆様におかれましては、 今後とも学校およびその窓口となる担任

との連携を密にし、 苫小牧高専における教育・研究、 学校・寮生活等へのご理解ご協力のほど、

何卒よろしくお願い申し上げます。
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「科学のとびら２０２４～苫小牧高専実験教室～ 」「科学のとびら２０２４～苫小牧高専実験教室～ 」「科学のとびら２０２４～苫小牧高専実験教室～ 」を開催しましたを開催しました
地域共同研究センター長　長澤智明

11 月９日（土）にイオンモール苫小牧１階セントラルコートにて、小・中学生を中心とする苫小牧市近郊の住民の方を
対象とし、「科学のとびら 2024 ～苫小牧高専実験教室～」を開催しました。
本事業は、地域の小・中学生をはじめとする地域住民に対して、科学に触れる機会を提供し、その楽しさ、面白さを知っ
てもらうことや、理科離れが叫ばれる小・中学生に、科学への興味を持ってもらう「きっかけ作り」の一助とすることを
主目的として実施しています。
今回は、教職員と学生により「電子オルゴールを作ってみよう」「仮想空間を体験してみよう」「慣性を体験しよう」の
３つのテーマを用意しました。当日は朝から多くの方に来場いただき、150 名以上の方々に参加いただきました。
参加者からのアンケートでは、「とても楽しかった」「家に帰っても早速やってみたい」「学生が丁寧に教えてくれたので、
楽しく科学に触れることができた」など好評いただき、地域の皆様に科学への興味をもってもらう一助になったものと思
われます。
終わりに、本事業に協力いただいたイオンモール苫小牧関係者の皆様、教職員並びに本校学生、そして当日来場くださっ
た参加者の皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。



KOSEN ROBOT CONTEST 2024

高専ロボコン2024北海道地区大会
アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト

（高専ロボコン）は、全国の高専生が、毎年異なる競
技課題に対し、アイデアを駆使してロボットを製作し、競
技を通じてその成果を競うものです。

今年の競技テーマは“ロボたちの帰還”です。ロボッ
ト１（輸送船）は競技フィールドのエリア A（基地）か
ら、複数のロボット２（探査船）をエリア C（探査する星）
にある目標地点に「着地」させます。エリア A とエリア
C の間にはエリア B（危険区域）があり、ロボットはこ
こに触れてはなりません。ロボット２はエリア C にあるオ
ブジェクト（探査対象のボールと箱）を「回収」し、それらをエリア A に「帰還」させます。

競技におけるポイント獲得の方法は 2 種類です。①最初にエリア C に着地したロボット２の着地地点が、着地の目標
地点により近いこと（100 点～ 1 点）、②エリア C にあるオブジェクトをエリア A に正しく帰還させること（10 点・60 点）
です。

本校からは、A、B の２チームが北海道地区大会に出場しました。
A チーム（プロジェクト名：ネジカタメパワーマシマシ）はラーメンをコンセプトにしました。ロボット１は、定荷重ばね

による投石器（カタパルト）型の機構により、ロボット２をエリア C に 2 台射出します。射出される 2 台のロボットの役割は、
1 台目は箱を回収することであり、2 台目は 1 台目を投石機の機構でエリア A に帰還させることです。これによって、箱
を積んだ 1 台目がエリア A に帰還し、ポイントゲットを狙います。

B チーム（プロジェクト名：ルネサンス）は西洋的な“死と再生”をデザインに織り込んだロボットです。ロボット１は A チー
ムと同様のロボット射出機構を２つ搭載しています。ロボット２の 1 台目は、ソリ型の形状でエリア C の 100 点着地を狙
います。2 台目はエリア C のボールをピッチングマシンの機構を使って、ボールに回転をかけてからエリア C 内でバウン
ドさせ、エリア A にボールを帰還させます。

惜しくも地区大会で優勝を果たせず、全国大会への出場は叶いませんでしたが、A チームはロボットのデザインが評
価されデザイン賞、安定した射出と着地が評価され特別賞（ローム賞）を受賞しました。B チームは、正確な射出と、
射出したロボットの衝撃を吸収する素材や加工の工夫が評価され、技術賞と特別賞（マブチモータ賞）を受賞しました。

最後に、ご支援くださっている樽前会の皆様、OB の皆様、ご指導くださっている先生方、そして、日ごろから応援・

協力いただいている部員のご家族や学校の仲間たち、苫小牧高専の皆様に、心より感謝申し上げます。

ロボットテクノロジー部部長　5年 5組　元木大輔
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O n the first day we went to one of Isuzu’s Proving Grounds and 
learned of the company’s history and operations. We also 

toured the car test course in a bus. In the afternoon, we visited 
DYNAX, a former workplace of Mr.Toma. That evening we stayed 
at a hotel in Noboribetsu. The meals were excellent, but the bug 
infestations were an inconvenience. The next day everyone was 
noticeably tired. We visited Nippon Steel Corporation and the 

Muroran Institute of Technology. However, some people fell asleep during the 
tours. Overall, the trip was incredibly fun and each place that we went to was 
fascinating. I look forward to next year’s trip too.

見 学に行った現場は、時折雪が降る中とても寒くて、夏場もすごく暑いと思
うのでとても体力を使う大変な仕事だと思いました。大変な仕事なの

で、技術者の収入は良いという話を聞きました。建設する構造物の費用が億
単位と聞き、その額に驚きました。原資は私たちの税金なので、もっと安価に
建設できる方法はないのか考えてみたいです。技術面では、ドローンを使った
作業など、今自分たちが学んでいるAIデータサイエンスの内容を生かせる機会

が土木の現場にもあるんだと分かりました。また、現場事務所では、女性トイレと男性トイレ
が分けられており、割合が少ない女性にも働きやすい環境で、安心して働くことができると感
じました。普段入ることができない現場で見聞きし、とても勉強になりました。

情 報科学・工学系では、ビジネスEXPO、北海道大学情報

センター、トヨタ自動車北海道を見学しました。ビジネ

スEXPOでは、様々な分野の企業がそれぞれの商品をブースで

展示していました。北海道大学情報センターではスーパーコン

ピュータと活用法について講義を受けました。また、その後実

際にスーパーコンピュータを見学しました。トヨタ自動車北海道ではトランス

ファーの製造を見学しました。不良品を無くすポカヨケやアンドンなど情報

のマネジメント分野につながる工夫がたくさんありました。

3 年3組はビジネスEXPO、北海道大学大学院環境科学院、株式会社希松北海
道工園・工場を見学させていただきました。ビジネスEXPOでは半導体関連

企業の方からのお話を聞き、企業のブース見学することができました。株式会社希
松では製品の製造、品質管理、梱包・出荷といった一連の流れを見学させていただ
きました。北海道大学大学院環境科学院では研究室ごとに特色のある研究内容
や大学院生としての生活について説明していただきました。いずれの見学先にも苫

小牧高専のOB・OGが所属しており、ご活躍されていたことがすごく印象的でした。
これからコース選択や進路選択を控えている中で、企業と大学院の両方を見学できたことはと

ても有意義な時間となりました。見学旅行で学んだことを今後の学生生活や進路選択に活かしていきたいです。

初 日の午前中はビジネスEXPO見学で、様々な企業を見ることができた。キャ
ラメルを配っていた企業もあり、友達と食べた味は格別だった。午後は北

海道ガス石狩LNG基地を見学したが、液化天然ガスを保存し気体にして家庭に

送っていることを学んだ。2日目の午前に行った北海道科学大学では、詳しい大学

の説明と学内の見学をさせてもらった。学内はとても綺麗でデザイン性があり、こ

こで勉強をしたいと感じさせる大学だった。午後のミツミ電機千歳事業所は半導体製造がメイ

ンだが、精密機器の部品、バッテリーなども世界シェアが高く、これからのラピダスに負けないくら

いすごい企業だと感じた。ホテルのプールも楽しく、とても充実した２日間であった。

第3学年 道内工場見学旅行
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3 年 1 組
クレイン大和

ギャリー

3 年 2 組
阿部柚花

3 年 5 組
小 泉 健 太

３年３組
阿部 真偉琉

３年４組
大塚　然



私 たちは、11月5日（ 火 ）の夕方、大阪天王寺のホテルに集合し、6日（ 水）
〜8日（ 金 ）の3日間で関西地域の5社を見学しました。6日に訪問した

大阪ガス(株)ガス科学館では複数の体験コースを巡り環境問題を学び、大阪
シーリング印刷（ 株 ）大阪工場では工場見学のほか、高専OBによる仕事に
関する講演を聞きました。7日はパナソニックミュージアムで商品開発と松下
幸之助の歴史を学び、ダイキン工業（ 株 ）淀川製作所ではグローバル企業の

取組みを学びました。8日は（ 同）ユー・エス・ジェイでライド・アトラクションのメンテナ
ンス方法を学びました。企業見学では新たな知見を得られ、昼食やホテルでの交流では絆
を深め、就職に向けた意識を高揚できました。

都 市環境系では茨城県のトンネルの工事現場、埼玉県の荒川水循環セン
ター、日本未来館を見学しました。また、OBによる講演会にも参加しました。

昔の土木業界はきつい、汚い、危険と言われていましたが、最近では週休二日制
が推進されていて、働きやすくなっていると感じました。

さらに、ARを使って完成予定の図面が立体的に見えたり、ドローンにカメラをつ
けて測量したりなど最新のICT施工を取り入れ、新たな技術を積極的に取り入れて
いました。

私はゼネコンで働きたいと思っており、労働環境などに不安がありましたが、今回の研修旅行を経て安心しました。
卒業したら離れ離れになってしまうクラスメートと楽しく旅行が出来、満足しています。

応 用化学・生物系では、王子ホールディングス  苫小牧工業高等専門学校同
窓会関東支部、第一三共プロファーマ株式会社 平塚工場、第一三共ケミカ

ルファーマ株式会社 小田原工場、日本ゼオン株式会社 川崎工場、株式会社日本
触媒 川崎製造所及び日本科学未来館を訪問しました。

私は第一三共ケミカルファーマ株式会社で試験課の業務の見学のときに分析
機器を見て回ったことで品質管理や試験等に興味を持ちました。これからの進

路に向け、苫小牧工業高等専門学校同窓会関東支部、第一三共プロファーマ株式会社では本
校OB・OGより、就職してからの業務内容や面接のことなど大変役に立つお話を頂く事ができました。

今回の総合研修旅行は有意義なものとなり、自身の成長ができたと思います。

私 たち電気電子系は、NTT技術資料館、王子マテリアル江戸川工
場、電源開発磯子火力発電所、トピー工業綾瀬工場、三菱ビルソ

リューションズ教育センターの計5か所を見学させていただきました。
特に三菱ビルソリューションズでは、エスカレーターの内部構造や、

実際に技術者さんが作業している所を見学でき、とても興味深いもの
となりました。

他にも樽前会にてOBの方のお話を聞けたり、自主研修で友人と東京都内を巡るな
どして、全体的にとても有意義な研修旅行となりました。今回学んだことを糧に、進
路などを考えていく上で活かしていきたいです。

研 修旅行では、普段の学習内容の応用方法がわかります。例えば、
NHKでは、ハッシュ値における通信内容の改ざん検知、東京農大で

はマイコンによる温度制御、NICTでは、量子化暗号化技術ですね。さら
に、NTT技術研究所では光ファイバー、アクセンチュアだとセキュリティの
演習といった感じでしょうか。自分たちの学んだ知識が生きて、自信を持て
るようになりました。自分たちが当たり前だと思ってきたことに疑いを持ち

常識の殻を破れます。今回の旅行で再認識した重要なことは、「 思い切って行動するこ
と」です。皆と日々積極的に取り組みながら新たなことに疑問を持ちアンテナを張ります。
その上で将来のビジョンを適宜確認し、学生生活を今後も全うします。

第4学年 総合研修旅行

6 高専通信

4 年 1 組
野澤玲音

４年２組
鈴木　宗

4 年 3 組
山中　柚

4 年 4 組
花田　傑

４年５組
髙橋瞭太



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
E
I
T
研
修
座
談
会

―
海
外
研
修
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

久
郷　

僕
は
も
と
も
と
海
外
に
留
学
し
て
み
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
留
学
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
調

べ
て
み
る
と
、高
専
に
は
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
あ
っ
て
、教
員
が
引
率
す
る
こ
と
も
あ
り
、初

め
て
の
留
学
は
安
心
す
る
こ
と
も
大
事
だ
な
と

思
っ
て
研
修
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

和
田　

ま
ず
、中
学
生
の
時
に
地
元
の
友
好
都

市
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る

は
ず
だ
っ
た
ん
で
す
が
、コ
ロ
ナ
が
拡
大
し
て
し

ま
い
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、そ
の
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
、海
外
の
憧
れ
は
ず
っ
と
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
友
達
に
「
留
学
行
か
な
い
か
」っ
て

誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

田
中　

僕
は
小
学
校
の
頃
か
ら
英
語
を
習
っ
て

い
て
、中
学
生
く
ら
い
の
時
か
ら
海
外
行
っ
て
英

語
を
学
ん
で
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
な

か
な
か
機
会
が
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、学
校
の

海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、良

い
機
会
だ
な
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

齊
藤　

海
外
研
修
に
ず
っ
と
行
き
た
か
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
五
年
生
に
な
る
ま
で
コ
ロ
ナ
だ
っ
た

り
、部
活
動
で
色
々
時
間
な
く
て
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
、や
っ
と
海
外
に
行
け
る
機
会
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、行
っ
た
こ
と
な
か
っ
た
の
で
、

と
り
あ
え
ず
応
募
し
て
み
た
っ
て
い
う
感
じ
で

す
。

直
江　

も
と
も
と
家
族
と
海
外
旅
行
に
行
き
た

い
と
い
う
話
を
し
て
て
、そ
ん
な
と
き
に
コ
ロ
ナ

で
行
け
な
く
て
、そ
の
ま
ま
中
学
三
年
生
に
な
っ

た
ん
で
す
が
、高
専
の
こ
と
を
調
べ
て
い
た
ら
、

留
学
の
プ
ラ
ン
が
あ
り
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に

行
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、親
に
行
き
た
い
と
お

願
い
し
て
、行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

吉
村　

私
は
小
学
校
の
時
か
ら
英
会
話
を
習
っ

て
い
ま
し
た
が
、実
際
に
英
語
で
生
活
す
る
と
い

う
経
験
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、英
語
圏

に
留
学
に
行
っ
て
、英
語
だ
け
で
生
活
す
る
と
い

う
こ
と
を
体
験
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

阿
賀　

私
は
以
前
か
ら
国
外
の
文
化
や
人
間
性

に
つ
い
て
興
味
が
あ
っ
て
、実
際
に
こ
の
目
で
見

て
感
じ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
応
募
し
ま

し
た
。

―�

研
修
を
振
り
返
っ
て
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
？

久
郷　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ
前
日
の

夜
、み
ん
な
で
ご
飯
を
食
べ
て
、そ
の
後
色
々
話

を
し
た
ん
で
す
け
ど
、そ
の
時
に
別
れ
の
寂
し
さ
で
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
泣
い
て
し
ま
っ
て
。
僕
た
ち
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
僕
た
ち
を
思
っ
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
な
と
い

う
の
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

齊
藤　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
大
き
な
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、冬
で
と
て
も
寒
い
の
に
、「
プ
ー
ル
あ
る
の
か
、お
金
持

ち
だ
な
」と
思
っ
て
、み
ん
な
で
入
っ
て
真
っ
赤
に
な
り
ま
し
た
。

（
笑
）み
ん
な
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
、「
あ
～
風
邪
ひ
か
な
く
て

良
か
っ
た
ね
」っ
て
、楽
し
か
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

吉
村　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空
港
に
着
い
た
時
、何
か
い
る
な
と
思
っ

て
よ
く
見
た
ら
、室
内
に
ス
ズ
メ
が
い
て
。
な
ん
で
室
内
に
鳥
が

い
る
ん
だ
ろ
う
？
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
周
り
の
人
は

全
然
気
に
し
て
い
る
素
振
り
が
な
く
て
。
室
内
に
鳥
が
い
て
も

あ
ん
ま
り
驚
か
な
い
の
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
の
か
な
ー
と
、

す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
ま
す
。

直
江　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人
と
関
わ
っ
た
こ
と
が
、全
般
的
に

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
Ｅ
Ｉ
Ｔ
に

通
っ
て
る
人
と
何
回
か
話
し
た
ん
で
す
け
ど
、中
国
人
に
間
違
え

ら
れ
ま
し
た
。（
笑
）

あ
、日
本
人
で
す
。
と
訂
正
し
た
ら
分
か
っ
て
く
れ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
何
回
も
あ
っ
た
の
で
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

阿
賀　
ク
ラ
ス
の
こ
と
で
す
が
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、い
ろ
ん
な
国
か
ら
の
人
の
お
話
を
聞
け
た
の
で
、そ
れ

が
印
象
に
残
っ
て
ま
す
。

和
田　
時
速
20
キ
ロ
く
ら
い
出
る
電
動
キ
ッ
ク
ス
ケ
ー
タ
ー
で
通

学
し
た
こ
と
で
す
。

田
中　

僕
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら

な
く
て
。
空
港
に
着
い
て
自
販
機
で
飲
み
物
買
お
う
と
思
っ
た

ら
現
金
が
使
え
ず
、他
の
大
学
内
の
自
販
機
で
も
ほ
ぼ
現
金
が

使
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
メ
イ
ン
だ
っ

た
こ
と
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

上
場　
全
然
現
金
使
わ
な
か
っ
た
？

田
中　
は
い
。

―
研
修
に
参
加
し
て
得
た
も
の
は
？

久
郷　
英
語
の
発
音
の
大
切
さ
で
す
。
正
し
い
発
音
の
大
切
さ
。

Ｒ
と
Ｌ
の
発
音
。
あ
と
、Ｅ
Ｉ
Ｔ
の
大
学
で
も
習
っ
た
ん
で
す
が
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会
話
す
る
中
で
、ち
ょ
っ
と
発
音
が
違
う

と
、う
ん
？
っ
て
な
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
発
音
っ
て
伝
え

る
為
に
も
す
ご
く
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

齊
藤　
す
ご
く
良
い
経
験
が
得
ら
れ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
英

語
を
話
す
と
い
う
経
験
も
そ
う
で
す
け
ど
、海
外
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
と
い
う
成
功
体
験
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
す

ご
く
良
か
っ
た
で
す
。
実
際
行
っ
て
み
な
い
と
話
せ
る
か
ど
う
か

と
か
、ど
れ
ぐ
ら
い
で
話
せ
る
よ
う
に
な
る
か
と
か
は
全
く
わ
か

ら
な
い
の
で
。
今
回
２
週
間
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
み
て
日
常
会
話
ぐ

ら
い
だ
っ
た
ら
、困
ら
な
い
ぐ
ら
い
に
は
な
っ
た
な
と
い
う
成
功
体

験
が
自
分
の
中
で
得
ら
れ
た
の
で
す
ご
く
良
い
旅
で
し
た
。

田
中　

失
敗
を
恐
れ
な
い
で
と
り
あ
え
ず
話
し
て
み
る
こ
と
で

す
。
僕
は
初
日
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に

泊
ま
っ
た
３
人
で
散
歩
に
行
っ
た
時
、全
然
話
し
か
け
ら
れ
な
く

て
、最
初
の
頃
は
何
を
話
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
り

し
て
全
然
積
極
的
に
話
せ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、話
し
て
み
た
ら
、

相
手
も
結
構
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
る
の
で
、と
り
あ
え
ず
話

し
て
み
る
と
い
う
積
極
性
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

吉
村　

自
分
か
ら
英
語
を
積
極
的
に
話
す
勇
気
み
た
い
な
も
の

が
得
ら
れ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
最
初
の
う
ち
は「
話

し
て
ち
ゃ
ん
と
通
じ
る
か
な
」と
い
う
不
安
が
大
き
く
て
、自
分

か
ら
話
し
か
け
る
の
は
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
自
分
か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け
た
ら
、

相
手
も
色
々
返
し
て
く
れ
て
会
話
が
続
い
た
ら
す
ご
く
楽
し
く

て
。
勇
気
を
出
す
そ
の
心
が
一
つ
身
に
つ
い
た
か
な
と
思
い

ま
す
。

阿
賀　

英
語
に
対
す
る
意
欲
・
向
上
心
で
す
。
最
初
全
然
話
せ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、普
通
に
知
っ
て
る
単
語
で
も
ち
ゃ
ん
と
伝
わ

る
の
が
嬉
し
か
っ
た
の
で
、意
欲
に
繋
が
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

和
田　
わ
か
ら
な
く
て
も
一
生
懸
命
伝
え
る
能
力
で
す
。
英
語

全
然
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
た
り
、

写
真
を
見
せ
た
り
し
た
ら
意
外
と
伝
わ
る
し
、そ
ん
な
に
難
し
い

英
語
を
使
わ
な
く
て
も
中
学
校
で
学
ん
だ
レ
ベ
ル
の
英
語
だ
け
で

も
会
話
が
で
き
た
の
で
、ひ
と
ま
ず
一
生
懸
命
伝
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

直
江　
冷
た
い
シ
ャ
ワ
ー
に
耐
え
る
忍
耐
力
。
と
い
う
の
は
冗
談

で
す
け
ど
。（
笑
）一
番
大
き
い
の
は
、遠
く
離
れ
た
友
達
が
で

き
た
と
い
う
の
が
す
ご
く
自
分
の
中
で
嬉
し
く
て
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
人
の
友
達
は
そ
ん
な
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、同
じ
留

学
生
の
友
達
が
何
人
か
で
き
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
交
換
し
ま
し
た
。
た

ま
に
ラ
イ
ン
が
来
た
り
、イ
ン
ス
タ
に
「
い
い
ね
」し
て
く
れ
た

り
す
る
の
で
、離
れ
て
い
て
も
繋
が
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と

を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

―
今
だ
か
ら
言
え
る
失
敗
談

久
郷　

多
分
誰
し
も
が
後
悔
す
る
こ
と
な
ん
で
す
け
ど
、や
っ
ぱ

り
も
っ
と
事
前
に
英
語
を
勉
強
す
れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
私
た
ち
が
い
つ
も
書
い
て
い
る
英
語
の
文
と
か
、文
法
と
か

じ
ゃ
な
く
て
、日
常
会
話
を
勉
強
す
れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま

し
た
。

吉
村　

初
日
に
、お
風
呂
か
ら
上
が
っ
た
後
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を

使
っ
た
の
で
す
が
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の
コ
ン
セ
ン
ト
の

規
格
は
違
う
の
で
変
換
器
を
差
し
て
、そ
こ
に
日
本
の
製
品
を
差

し
て
使
う
ん
で
す
け
ど
、そ
の
変
換
器
の
規
格
と
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の

規
格
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
な
く
て
、ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
つ
け
た
瞬
間

に
変
換
器
が
壊
れ
た
ん
で
す
よ
。（
笑
）

そ
の
変
換
器
は
、よ
く
見
た
ら
た
ま
た
ま
予
備
の
ヒ
ュ
ー
ズ
が
つ

い
て
い
た
の
で
、な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
ま
し
た
が
、事
前
に
電

化
製
品
の
規
格
は
見
て
お
い
た
方
が
い
い
で
す
。

他　
　
ち
ゃ
ん
と
失
敗
談
だ
な
～
。

和
田　

自
分
は
剣
道
を
や
っ
て
た
の
で
、木
刀
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

よ
う
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、木
刀
っ
て
持
っ
て
い
け
る
か
が
不

安
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
そ
こ
を
調
べ
す
ぎ
て
、追
加
料
金
な
し
で

の
持
ち
込
み
、預
入
手
荷
物
が
一
個
ま
で
と
い
う
こ
と
に
前
日
気

づ
い
て
、持
っ
て
い
け
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
失
敗
談
で
す
。

令和６年８月９日から２６日の１８日間、学術交流協定校であるニュージーランドEITでの研修が行われました。参加者７名で座談会を行いました。
 引率教員：上場一慶 助教　聞き手：上場一慶 助教　平野博人 教授
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―ネイピアでのおすすめスポットは？
久郷　ネイピアの水族館です。 名前は水族館ですが、そこには
ニュージーランドで有名なキウイっていう、あ。食べ物じゃないです。
吉村　これですか？（鳥のぬいぐるみ）

久郷　そう、この絶対日本の水族館じゃいないキウイっていう鳥がい
たのですが、僕は見ることができずちょっと残念でした。絶対行ってほ
しいです。
阿賀　多分ネイピアに行った
ら近くに丘があると思うんで
すよ。その丘って公園になっ
ていて登れるんです。そこ
を登る楽しさと登った後の景
色の良さがとても良かった
のでおすすめです。
田中　フォークスベイってい
う長い海岸があって、その街
並みをちょっと歩いて回ったのですが、良かったなと思いました。
和田　2回ぐらい連れてってもらった、ARATAKI HONEYってとこ
ろです。僕あんまりはちみつ好きじゃなかったのですが、そこでは、
売っているはちみつが試食できて、それがとても美味しくて。あと
蜂が窓越しに沢山いて、結構印象に残っていておすすめです。

番 外 編

上
場　

実
際
木
刀
っ
て
い
う
の
は
持
っ
て

い
け
る
も
の
な
の
？

和
田　
持
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
け
ど

…
で
き
ま
す
。（
笑
）

直
江　
今
だ
か
ら
言
え
る
と
い
う
か
、そ

の
場
で
全
員
に
バ
レ
た
ん
で
す
け
ど
。

帰
る
時
に
ビ
ー
フ
ジ
ャ
ー
キ
ー
…

他　
　
（
笑
）　
あ
あ
～
！

直
江　
ビ
ー
フ
ジ
ャ
ー
キ
ー
を
持
っ
て
帰

れ
な
い
こ
と
を
知
ら
な
く
て
、そ
の
ま
ま

持
ち
込
ん
だ
の
で
税
関
で
引
っ
か
か
っ
て

連
れ
て
い
か
れ
た
ん
で
す
け
ど
、実
際
は

大
豆
ミ
ー
ト
で
。
ギ
リ
ギ
リ
耐
え
ま

し
た
。

他　
　
（
笑
）危
な
か
っ
た
か
ら
な
～
本

当
に
。

直
江　
危
う
く
捕
ま
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

阿
賀　

失
敗
談
が
特
に
思
い
つ
か
な
く

て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
失
敗
は
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
す
が
、大
抵
の
こ
と
は
な
ん

と
か
な
り
ま
し
た
。
全
然
知
ら
な
い
海

外
で
も
な
ん
と
か
な
る
…
な
り
ま
す
！

田
中　

僕
は
お
金
が
足
り
な
か
っ
た
と

い
う
失
敗
で
す
。
お
土
産
を
買
う
時
に

友
達
に
五
千
円
ぐ
ら
い
借
金
し
た
の

で
、も
っ
と
調
べ
て
お
金
を
用
意
す
れ
ば

よ
か
っ
た
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

齊
藤　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
に
関

係
な
い
の
が
一
つ
と
、ち
ょ
っ
と
関
係
あ

る
の
が
一
つ
あ
る
ん
で
す
け
ど
。
関
係

あ
る
方
か
ら
。
２
回
目
の
土
日
に
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
料
理
を
作
り
た
く
て

親
子
丼
と
豚
汁
を
作
っ
た
ん
で
す
。
親

子
丼
は
と
て
も
美
味
か
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
ネ
イ
ピ
ア
市
外
の
街
ま
で
行
っ
て
、ア
ジ
ア
ン
グ
ロ
ー
サ
リ
ー

ス
ト
ア
で
ま
ず
み
り
ん
を
買
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
は
よ
く

て
。
そ
の
近
く
で
味
噌
を
買
っ
た
ん
で
す
よ
。
明
ら
か
に
ハ
ン
グ

ル
文
字
が
書
い
て
あ
っ
て
、韓
国
の
味
噌
で
大
丈
夫
か
な
～
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、案
の
定
か
な
り
甘
い
豚
汁
に
な
り
ま

し
た
。
親
子
丼
は
美
味
し
か
っ
た
の
で
す
が
、正
直
、豚
汁
は

ち
ょっ
と
…
。
と
い
う
感
じ
で
す
。（
笑
）

関
係
な
い
方
の
話
で
す
が
、三
万
円
の
イ
ヤ
ホ
ン
を
な
く
し
ま
し

た
。
記
憶
の
中
で
国
内
線
の
と
き
は
多
分
あ
っ
た
の
で
国
際
線

に
乗
る
時
に
、オ
ー
ク
ラ
ン
ド
か
ら
成
田
で
、ロ
ス
ト
し
ま
し
た
。

（
笑
）

―�

こ
れ
か
ら
研
修
参
加
を
考
え
て
い
る
学
生
に
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
と
し
た
ら
？�

久
郷　
研
修
参
加
を
考
え
て
い
る
な
ら
、絶
対
に
参
加
し
た
方
が

い
い
で
す
。
僕
は
最
初
留
学
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
話
す
時

に
な
か
な
か
英
語
を
上
手
く
聞
き
取
れ
な
く
て
、さ
っ
き
も
話
し

た
ん
で
す
け
ど
、リ
ス
ニ
ン
グ
が
大
事
で
す
。
英
語
を
勉
強
す
る

上
で
、日
常
会
話
も
そ
う
で
す
が
、聞
き
取
れ
る
力
を
留
学
前
に

勉
強
し
て
か
ら
、研
修
に
参
加
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

和
田　

個
人
的
に
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
関
わ
っ
て
、も
っ
と

遊
ん
だ
り
し
た
い
な
と
思
っ
た
の
で
、何
か
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

遊
べ
る
も
の
を
持
っ
て
い
っ
た
ら
楽
し
め
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

齊
藤　

行
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
よ
り
、行
か
な
い
理
由
が
特
に

な
い
と
思
う
ん
で
す
。
海
外
行
き
た
く
な
い
。
と
か
、た
だ
た
だ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
安
と
い
う
な
ら
別
に
い
い
と
思
う
ん

で
す
け
ど
、こ
ん
な
に
安
い
値
段
で
行
け
る
こ
と
は
、普
通
に
考
え

て
無
い
の
で
、行
か
な
い
理
由
が
特
に
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

直
江　

現
金
を
使
え
な
い
場
面
が
多
い
の
で
、カ
ー
ド
は
作
っ
た

方
が
い
い
で
す
ね
。
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
だ
っ
た
ら
16
歳
か
ら
作
れ

る
の
で
。
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、持
っ
て
行
か
な
か
っ
た
ん

で
す
け
ど
。
で
き
る
な
ら
作
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

阿
賀　

現
地
に
つ
い
て
よ
く
調
べ
て
お
く
こ
と
で
す
。
現
地
で
の

ル
ー
ル
や
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
ら
楽
し
く
な
る

―引率・聞き手の先生から
上場　引率として18日間の研修に参加しましたが、大きなトラ
ブルもなく安心して過ごすことができました。現地の風景はや
はり日本とはだいぶ違っており、その中でもバスが前方に自転
車を載せて走っていく様子が印象に残りました。学生たちは
平日の間はEITで英語の授業を受けていました。授業には様々
な国から様々な年齢の人たちが参加しており、慣れない環境な
がらも皆すぐに海外の人々と打ち解けて積極的にコミュニー
ケーションを取っていました。休日もホームステイ先の方たち
と休暇を楽しんでいる様子でした。今回の研修では異なる文
化の人たちとの交流や生活を通じてその考え方に実際に触れ
ることができ、とても貴重な経験になったと思います。この経
験を生かして今後も国際的な活動にぜひ取り組んでください。

平野　皆さん、非常に向上心を持って、研修に参加してくれた
ということが話からわかって非常に嬉しく思います。それから
若いうちに海外に行けて羨ましいなという思いもあります。海
外に行くと日本の良さも非常によくわかって、これから色んなと
ころに行ってほしいなという風に思います。

―ニュージーランドに持って行ってよかったものは？
阿賀　日本のお土産です。日本の文化とか、伝統的なものを渡すと
それだけで喜ばれるし、思い出を形として残していけるから、本当に
日本のお土産をたくさん持って行って良いと思います。
齊藤　僕はお土産で折り紙を持って行ったのですが、意外とウケま
した。あと、海外の人で結構コイン集めてる人とかがいるので、日
本の小銭を多めに持っていくといいかもしれないです。
久郷　ホストマザーがコインの収集家で、イギリスのコインとか結構
持っている人なので100円硬貨をあげました。ホストマザーの生ま
れ年のコインをあげようとしたのですが、西暦との変換を違えて渡
してしまいました。たしか一年、年が若いもので。いまだにホスト
マザーには言えてないです。まあ、幸せならオッケーかな？と思って。

（笑）

―ニュージーランドで美味しかった食べ物は ?
直江　齊藤さんと老舗のピザ屋みたいなところに食べにに行きまし
た。ニュージーランドはそんなにピザが有名じゃないのですが、た
だただその職人さんの腕が素晴らしくて。シンプルにそれが美味し
かったです。
田中　キウイフルーツです。ニュージーランドって有名じゃないです
か。日本で売っているキウイも全部ニュージーランド産だったりし
て。ファミリーの家に置いてあるキウイを毎日朝食べていました。
阿賀　美味しかったものは、アイスクリームです。TipTopという商
品名のアイスがあって、HOKEY-POKEYもそうなのですが、色んな
フレーバーがあってどれもすごく美味しかったのでおすすめです。
久郷　HOKEY-POKEYのキャラメル味が日本と違う濃厚な味で美
味しかったです。

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、よ
く
調
べ
て
行
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

吉
村　

行
く
前
提
の
話
な
ん
で
す
け
ど
、基
本
研
修
は
夏
休
み
中

で
す
が
、現
地
が
冬
に
な
る
の
で
、ど
う
し
て
も
日
本
と
の
気
温
差

が
大
き
い
ん
で
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
朝
と
夜
の
気
温
差
も

か
な
り
大
き
い
の
で
、も
し
行
こ
う
と
考
え
て
る
人
は
、体
温
調
整

し
や
す
い
服
を
用
意
し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

上
場　
現
地
の
人
わ
り
と
薄
着
だ
っ
た
よ
ね
。

田
中　

行
く
っ
て
決
め
た
ら
、そ
の
場
所
の
こ
と
を
調
べ
た
方
が

良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、ど
う
い

う
場
所
に
行
っ
て
み
た
い
、と
か
目
星
付
け
て
お
く
の
が
す
ご
く

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。（
同
じ
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
）３
人

で
街
ま
で
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
の
で
す
が
、水
族
館
に
行
っ
て

ク
レ
ー
プ
食
べ
て
歩
き
疲
れ
て
帰
る
っ
て
い
う
、ノ
ー
プ
ラ
ン
の
こ

と
を
一
回
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
周
る
場
所
を
先
に
決
め
て
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
希
望
を
伝
え
ら
れ
た
ら
、す
ご
く
有
意
義
な

休
日
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
の
で
、予
定
は
決
め
て

行
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

齊
藤　
あ
、移
動
手
段
だ
け
は
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
お
い
た
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
の
で

あ
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
、忙
し
く
て
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
人
も
多

分
い
る
と
思
う
の
で
。
行
き
た
い
場
所
を
調
べ
る
の
も
そ
う
で
す

が
、バ
ス
の
料
金
や
、支
払
い
方
法
、そ
れ
以
外
に
、僕
も
電
動
キ
ッ

ク
ス
ケ
ー
タ
ー
と
か
乗
っ
た
ん
で
す
が
、そ
う
い
う
手
段
が
あ
る
か

ど
う
か
な
ど
は
特
に
調
べ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

―
今
回
の
経
験
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
き
た
い
？

久
郷　

小
さ
い
こ
と
か
ら
大
き
い
こ
と
ま
で
あ
る
ん
で
す
け
ど
。

ま
ず
小
さ
い
こ
と
は
、今
回
の
留
学
で
、英
語
の
発
音
が
大
事
だ

と
気
づ
い
た
の
で
、授
業
で
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
発
音
し
よ
う
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
大
き
い
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
就
職
す
る
と
思
う

の
で
、ど
の
会
社
に
入
っ
て
も
海
外
に
転
勤
す
る
こ
と
や
、１
回
く

ら
い
は
海
外
に
行
く
こ
と
が
多
分
あ
る
の
で
、今
回
は
２
週
間

ち
ょっ
と
の
経
験
で
し
た
が
、ま
た
海
外
に
行
っ
た
時
に
も
、こ
の

学
び
を
将
来
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

直
江　

一
番
は
ま
た
海
外
に
行
く
時
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
で
日
本
国
内
で
も
英
語
を
使
う
場
面
、例
え
ば
英
語

の
授
業
と
か
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、英
検
の
試
験
な
ど
、い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
う
の
で
、そ
う
い
う
場
面
で
活
用
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
で
も
、次
に
い
つ
海
外
に
行
け
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

そ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
た
い
な
と
思
い

ま
す
。

吉
村　
今
の
自
分
の
英
語
力
で
も
結
構
会
話
が
で
き
た
り
十
分
楽

し
め
ま
し
た
が
、も
っ
と
い
ろ
ん
な
単
語
や
、い
ろ
ん
な
話
し
方
が

で
き
た
ら
よ
り
楽
し
か
っ
た
な
と
思
う
の
で
、さ
ら
に
勉
強
を
し
て

次
海
外
へ
行
っ
た
時
に
、も
っ
と
楽
し
め
る
よ
う
に
、勉
強
を
頑
張

り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

田
中　
現
地
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
れ
ま
し
た
が
、自
分
的

に
は
も
っ
と
取
り
た
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
帰
っ

て
来
て
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
、ま
た
留
学
し
て
み
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
今
あ
る
の
で
、英
語
を
勉
強
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

阿
賀　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
や
、掴
ん
だ
会

話
の
流
れ
に
つ
い
て
し
っ
か
り
覚
え
て
お
い
て
、次
に
外
国
人
と

話
す
と
き
や
、留
学
す
る
時
に
役
立
て
る
よ
う
に
記
憶
し
て
い
き

た
い
で
す
。

齊
藤　
今
回
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
だ
っ
た
の
で
英
語
で
し
た
が
、

英
語
に
限
ら
ず
言
語
の
壁
を
越
え
て
、行
け
ば
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な

り
何
な
り
で
会
話
は
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
た
の
で
、

こ
の
経
験
・
体
験
を
生
か
し
て
、ど
ん
な
言
語
だ
っ
た
と
し
て
も

怖
気
ず
に
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

和
田　

留
学
中
は
意
外
と
「
自
分
の
英
語
能
力
で
も
話
せ
る
ん

だ
」っ
て
い
う
の
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、も
っ
と
正
確
に
聞
き
取
っ

て
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど

も
結
構
日
本
と
違
う
の
で
そ
う
い
う
会
話
の
知
識
を
も
っ
と
入
れ

て
、も
う
一
度
留
学
し
た
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。
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❶苫小牧港管理組合：北海道苫小牧市入船町3丁目4番21号ハーバーFビル3階
❷7月29日(月)～8月2日(金)：5日間
❸�私は将来港にかかわる仕事をしたいと思っているので、まずは身近な苫小牧港

でどのような仕事をしているのかを体験してみたいと思ったからです。
❹�特にはなかったですが、初日にスーツで行くか作業服で行くかというのを迷った

ことです。
❺�苫小牧港管理組合の各部署の仕事内容を聞いたり、港を実際に見て回ったりし

たことです。
❻�苫小牧港は老朽化が激しいことが一番印象に残っています。特に、車止めや防

舷材が劣化していて危険な箇所も多かったです。しかし、予算の関係ですぐに
は直せなかったりするのでどれを先に直すかを考えるのが大変だというのも印
象に残っています。
❼�昼休みのときに港管理組合のオフィスを

探検しようと思って歩き回っていたので
すが、職員の方がほとんど寝ていて自分
が歩き回っていたせいで起こしてしまっ
たことです。
❽�国際コンテナターミナルというところにあ

る、ガントリークレーンに上ったことです。

高さが40mもあ
り 床 が 透 け て
いたので怖かっ
たですが、楽し
かったです。
❾�インターンシッ

プで学べたもの
は、苫小牧港管
理組合は苫小牧
港を維持管理す
るという仕事だ
けではなく、港を
地域の人に知ってもらったり、企業に使って
もらったりするために広報の活動も行って
いることです。とても驚きました。
❿�インターンはとても貴重な機会なので必ず行った方がいいと思います。自分は

高専卒業後は進学するつもりですが今回のインターンシップに行って将来の就
職の参考になりました。あとは、自分がやりたいと思っている会社に行くことが
大切だと思います。やりたいことがなくても自分の将来を想像してこの会社、職
種ならやっていけそうだとしっかり考えて決めるといいと思います。

❶ 東邦化学工業株式会社　千葉工場： 千葉県袖ケ浦市
❷8月19日(月)～8月23日(金)：5日間
❸�中間原料等の大きな規模での製造をしている企業に行きたいと決めていたこと

と、インターンシップ募集開始日の申し込み企業であったため選びました。
❹�飛行機や電車などの交通面で、迷わないか不安でしたが、前泊の対応があった

ことで何とかたどり着きました。…交通系ICカードを事前に購入することをおす
すめします。
❺�製品の充填作業や、IR・滴定などの基本的な分析操作の他、消火訓練等の安

全教育実習をしました。
❻�最終日に工場長と高専OB・OGの社員の方 と々座談会をしたことです。工場長

となると堅苦しいイメージがありましたが、とても親しみやすい方で社員との距
離が近いことに驚きました。また、苫高専卒業
生の方と自身の学校についての話が盛り上が
り嬉しかったです。
❼�3日目の研修後、参加者4人で企業の方からお

すすめされたご当地ラーメンを食べに、2時間
以上歩きましたが、3店舗すべて定休日だった
ことです。(結局インドカレーを食べました。) 
親睦も深まりましたが、翌日の研修は、全員筋
肉痛で。失敗です笑

❽�工場のいろんな施設を見学したことです。
工場排水の排出口を見るために川へ行った
り、冷蔵倉庫に凍えたり、普段はできない特
別な体験ばかりで楽しかったです。
❾�就職に対する具体的なイメージを得ること

ができたと思います。普段学校生活で学ん
でいることが実際の現場で、さらに社会にお
いて、どのように役立っているか、その重要
性を知ることができ、改めて自分の専門が好
きになりました。
❿�4年時には、インターンシップの他にも道外

研修旅行もあります。ですが、インターンシッ
プは体験・実習が多く、研修旅行とはまた
別の、特別な体験が沢山できます。工場の
方 と々の距離も近く、吸収できることも多いので、希望の職種が決まっていない
人や進学希望の人でもインターンシップへ行ってみることをお勧めします。また、
4年生になるとすぐに、募集が開始されるので、一度、近くの先輩や、先生の話を
聞き、まずは気になる企業を探すところから、早めに行動を始めてみるとよいか
と思います！

❶株式会社JALエンジニアリング：東京都大田区羽田空港3-5-1
❷8月19日(月)～8月23日（金）：5日間
❸�過去のインターンシップ先資料を見て航空業界の仕事内容に興味を持ちまし

た。また、遊びや旅行など新千歳空港や飛行機を利用する機会が多く、親近感
のあるかっこいい職業だと思ったからです。

❹�初めての場所で、初めて出会う高専生約20名や企業の方 と々上手くコミュニ
ケーションがとれるか不安でした。また、学校でも旅行でもないので、気持ちの
スイッチの切り替えが難しかったです。
❺�羽田空港では、格納庫と駐機場での点検・整備見学やコックピットのシミュレー

ター体験、成田空港では、エンジンや装備品のメンテナンスを体験しました。
❻�最終日、羽田空港で運航中の「着陸→点検→離陸」の流れを駐機場で見学し

ました。離陸時に滑走路前で手を振って旅客機のお見送りをしました。また、
1/7000個の幸せの黄色いコンテナが
積み込まれる瞬間を見たことや、A350と
B777のコックピットに座ったことも貴重
な体験でした。
❼�出退勤時の靴擦れに絆創膏だけでは耐

えきれず、現地でビジネスシューズを2足
買い替えたことです。見学中の安全靴
が歩きやすすぎてガラスの靴くらい輝い

て見えました。
❽�全国の高専生と話をしたり遊んだり、交流で

きたことです。様々な方言やイントネーショ
ンが入り混じった会話が新鮮で面白かった
です。赤点と単位に苦しめられているのは、
全国の高専生共通でした。
❾�駐機場の暑さや緊張感、食堂や廊下など仕

事以外の場面でも部署を超えて笑顔で会
話をする様子など、働く現場の環境や働い
ている方々の雰囲気を知ることができまし
た。また、一緒に遊びに行く仲の他高専の
友達ができました。
❿�4年生後期の研修旅行や企業説明会でも企

業を知る機会はありますが、インターンシッ
プでは各現場で実際に活躍している方から話を聞くこと
ができるので、より詳しく専門的な仕事の内容ややりがい
を学ぶことができます。また、企業に対するイメージとの
ギャップや初対面の人との関わり、自分の力でホテル生
活や通勤などインターンシップならではの発見があり、非
日常で刺激的な夏休みになると思います。
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中谷篤拓
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岡嶋美結
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上野愛結

❶インターンシップ先の社名と所在地を教えてください。
❷インターンシップの日数と期間は？
❸その受け入れ先を選んだ理由は？
❹行く前に不安だったことは？

❺受け入れ先でどんな仕事を体験しましたか？
❻振り返って特に印象に残っていることは？
❼今だから言える失敗談は？
❽楽しかったことは？

❾インターンシップで得たものは？
❿後輩へのアドバイスは？



❶サントリーグループ(栃木梓の森工場、榛名工場、群馬ビール工場)
　栃木県栃木市仲方町、群馬県渋川市半田、群馬県邑楽郡千代田町
❷8月20日(火)～8月24日(土)：5日間
❸�大企業というのも理由の一つなのですが、もともと食品メーカーに興味があった

ことと、3年時の創造工学でサントリーさんの人事部の方とお話しする機会があ
り、その方のお話しを聞いてからサントリーに興味をもったためです。
❹�初道外だったので正直移動が一番不安でしたが、インターンシップに参加して

いる他の学生とうまく喋られるかが不安でした。結果的には心配する必要ない
ほど他の学生がいい人たちだったので、仲良く楽しく活動することができました。
❺�工場見学が主でしたが、ビール工場では3DCAD、6缶パッ

クの手織り体験、スピリッツ工場ではラベル貼り、官能検査
の体験、清涼飲料工場では官能検査の体験をしました。

❻�3工場見学させていただいて感じたのは、どの工場も上司
部下関係なく社員さん達の仲が良さそうだったことです。
一緒にお昼ご飯を食べさせていただいたのですが、おしゃ
べりしながら楽しく食事ができました。
❼�グループ報告会があったのですが、人前に立って発表する

ことがとても苦手で緊張してしまい、言葉が詰まってしまっ
たことです。一緒のグループの人が上手くフォローしてくれ
たのでとても助かりました。

❽�仕事体験ももちろんですが、工場までの移
動時間に学生達でおしゃべりできたことで
す。いろんな人と仲良くなれて嬉しかったで
す。
❾�インターンシップを通してチームワーク力を

上げることができました。他の高専の学生
と関わる機会が少ないため、知らない人と
の接し方を改めて学べたのでとても貴重な
時間でした。また、グループワークや社員さ
んとの交流のなかでコミュニケーションの大
切さも学べました。
❿�就活する子は就職したい場所が決まってい

るのならそこに行くべきだし、行きたいところ
がないのなら興味のある業種を探して、イン
ターンシップに行った方がいいです。その
会社の雰囲気や仕事の内容が大体わかるということと、なにより自分の好きな仕
事を見て、体験することができるのでとても楽しいです。仮進級してしまうとイン
ターンシップに行けないので、まずは勉強面頑張ってください。

❶地方独立行政法人北海道立総合研究機構工場試験場
　北海道札幌市
❷7月29日(月)～8月9日(金)：10日間
❸�本科4年の見学旅行で訪問した際に研究者の方々の取り組みに感銘を受け、自

身の研究テーマに対して、皆様から直接指導を受けられる貴重な機会だと考え
たから。
❹�2週間という短い期間で研究成果を出し、最後には成果発表までしなければな

らないことに対して、十分な研究成果を残すことができるかすごく不安であっ
た。
❺�『デジタルカーリングにおける簡易シミュレーショ

ンモデルの開発』という自身の研究テーマを持
ち込み、研究活動に取り組んだ。
❻�研究所の皆様に自身の研究内容を細部まで見

ていただいたこと。特に、最終日の成果発表会
での質疑応答では非常に濃密な議論ができた。
研究所の皆様と専門的な討論の機会を設けてい
ただき、研究の新たな視座となった。
❼�インターンシップの1週間目は目立った成果が出

せず、成果発表会という期限が迫る中で焦りを感

じていた。今思えば、もっと早い段階から研
究所の皆様に積極的に相談をして、アドバ
イスをいただくべきだったと反省している。
❽�近くにある北海道大学の食堂で、昼休みに

北大生気分を味わいながらのランチタイム
がすごく楽しかった。うな重が日替わりメ
ニューで登場した日は感動した。
❾�2週間で研究が進展したこともよかったが、

最も大きな収穫は研究に取り組む姿勢を研
究所の皆様から学べたこと。このインターン
シップから帰宅後、研究活動の効率が明ら
かに向上し、研究への向き合い方が変わっ
た。
❿�本科4年の学外実習は必修ではありません

が、進学希望の方も含め、ぜひ一度はイン
ターンシップに参加することをお勧めしま
す。そして、最初は担当の方に質問することに躊躇するかもしれませんが、わか
らないことは積極的に聞くようにしましょう。黙っていては「理解している」と判
断されてしまうので、疑問点は必ず確認することが大切です。

❶株式会社ログオンシステム：北海道札幌市
❷８月５日(月)～８月９日(金)：５日間
❸�Web系のシステム開発に興味があり、Javaを使いWebシステムの研修をしてい

て、札幌市内の比較的実家からも通いやすい場所ということで志望した。
❹�インターンシップの研修ではあるが、会社に入って仕事をする経験はなかったの

で、うまくやれるか不安があった。
❺�入社後の新人研修でやっている内容を体験させていただいた。実際の内容と

しては、JavaSpringbootを用いての社員情報管理システムの実装であった。
❻�実装中にエラーが出た原因の多くは、ただのタイプミスだった。そのタイプミス

を減らすためにできる対策と
して、「多数出現する関数名、
変数名はコピペをする」とい
うものだった。
❼�実装中にエラーが出て、自分

で30分ほど考え、インターン
担当の社員さんに相談して結
局ただのタイプミスだった。
もっとコーディングになれ、エ
ラーのつぶし方を覚える必要

があると感じた。
❽�Webで実装方法などを調べて手を動かして

コーディングをしていく中で、望んだ通りの
挙動させることができたときには、正しくコー
ディングできた実感がわいて楽しかった。
❾�1社だけではあるが、会社の雰囲気や、仕

事の内容に触れることで、就職の際の不安
が少し払しょくされた。そして、システムとし
て開発するプログラムは、誰かが読む、使う
という意識は今後に生かしていける経験と
なった。
❿�自分の興味のある所に行ってみるといいで

しょう。せっかく夏休みの時間を使ってイン
ターンに行くので、自分のやりたい実習をし
ているところ・行ってみたい会社を選ぶべきである。そしてどうせ行くならいろ
んな話を聞けて、実際に手を動かして業務内容を学べるところを選ぶと学びも多
くなると思う。

インターンシップQ&A

10 高専通信

4年4組

梅崎鈴愛
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情報エレクトロニクス系 1年

大沢岬紀
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中村飛鳥



2025年1月11日（土）、苫小牧高専にてEnglish Camp 2024
が開催されました。この活動は、新型コロナウイルスの影響下、
海外研修の代替として市内でネイティブスピーカーと交流する
機会を提供するために始まりました。参加者から大変好評を得
て、今年で4回目を迎えることができました。今年度の参加者数
は過去最大の19名となり、ますます盛況となっています。

今年のテーマは「Weaving One Story Together ─みんなで
紡ぐ一つの物語─」。このテーマのもと、参加者たちはグループ
に分かれ、「一人の青年のサクセスストーリー」を作成しました。
参加者は、一定の条件下でそれぞれのアイデアを出し合い、英語
講師の助言を受けながら英語での創作活動に没頭しました。

発表の際には、グループごとにパワーポイントを使って自分た

ちの物語を披露しました。アニメーション機能を駆使したり、朗
読方法を工夫したり、それぞれのチームが持つ独自の特色を存
分に発揮した発表でした。何度もこのイベントに参加している
英語講師たちからは、学生たちのスピーキング能力が年々向上し
ているという評価をいただき、学生たちも自信を持って英会話に
取り組んでいる様子でした。

最後には、全ての物語をまとめて一冊の本に仕上げました。
題名は「The Path to Happiness」。本書は本校の公式ウェブ
サイト（https://www.tomakomai-ct.ac.jp/news/single/20838）
や図書館で読むことができます。学生たちが紡いだこの物語が、
多くの人々に触れられることを願っています。

苫小牧高専English Campの挑戦
紡がれる物語

６つの物語のうちの一つ「Namerou’s “Numenume” Impact」 English Camp 2024 活動終了後の集合写真
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国際交流担当　アルテアガ・アルテアガ・フェルナンド
本年度にスタートしたグローバルエンジニア育成事業の一環として，異文化交流キャ

ンプを実施しました。苫小牧高専の日本人学生および留学生と，北海道大学理学部に
所属している留学生が参加する国際交流キャンプが10/25(金)～10/26(土)の1泊2日
の日程で，小樽にある北海道大学忍路臨海実験所の施設を使用し開催されました。本
校からの参加学生の人数は本科生および専攻科生を合わせて15名でした。

当イベントは，英語でのゲームなどを実施しながら英語能力とグローバルマインドセットを向上させること
を目的としました。施設でのBBQの準備を英語でコミュニケーションを取りながら全員で協力して行いまし
た。また、PowerPoint（2-3枚のスライド）を作成し、英語で
の自己紹介と文化（ 趣味）紹介をしました。北大の留学生と
積極的に交流することができ、大変有意義なイベントになっ
たとの感想が多く聞かれました。

来年度も開催する予定ですので、またみんなでEnjoyしま
しょう。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
詳細は下記URLにてご確認ください。詳細は下記URLにてご確認ください。

Elsevier 社「標準化された引用指標に基づく科学者データベース」● https://elsevier.digitalcommonsdata.com/datasets/btchxktzyw/7
World’s Top 2% Scientists ● https://topresearcherslist.com/

米国スタンフォード大学と Elsevier 社が 2019 年から毎年公表している「世界トップ 2%の科学者」を特定するリスト
「標準化された引用指標に基づく科学者データベース」が2024年9月17日に更新・発表され、本校創造工学科 応用化学・
生物系 甲野裕之 教授が「生涯（careerlong）」および「単年（single recent year）」の両区分で 5 年連続選出されました。

このリストは医学、工学、化学、ビジネスに至る 22 の科学分野と 174 のサブ分野において、国際的なジャーナルに 5 編
以上の論文を発表している 900 万人以上の科学者の中から世界上位2%を選出し作成されたものです。世界最大級の抄
録・引用文献データベース Scopus に基づいて論文数や総被引用回数など複合的指標で評価されており、世界で最も影
響力のある科学者のランキングの一つと言われています。

異 文 化
交 流
キャンプ

甲野裕之教授が「世界で最も影響力のある研究者トップ2％」に選出されました



12月16日（ 月）に、グランドホテルニュー王子にて「苫小牧高専
地域連携シンポジウム2024」を開催しました。

本イベントは、地域・社会に向けて本校が取り組む諸活動の発
表や報告等を行い、今後の教育研究活動及び産学連携活動の発
展に繋げるとともに、本校と地域企業等の連携強化を図ることを目
的として例年開催しており、今年度は本校開校60周年記念事業の
一環として開催しました。

記念講演として本校卒業生である株式会社本田技術研究所宇
宙開発戦略室室長エグゼクティブチーフエンジニア櫻原一雄氏か
ら「挑戦～地上から宇宙へ～ 」をテーマに、様々な「挑戦 」をされ
てきたご自身の経験について講演いただきました。

引き続き、ポスターセッション形式により専攻科１年次学生27名
が研究発表を行い、参加者からの様々な質問に対して、熱心に研

究内容を説明していました。
また、教員研究成果発表、タイ高専研究生による研究発表及び

開校60周年記念展示も行いました。
本シンポジウムに参加いただいた方からは「櫻原さんのような素

晴らしい先輩がいて驚きました」「 とても面白い講演でした」「 現
役学生の一生懸命な研究発表がとても印象に残りました」といっ
た感想や好評を多々いただきました。

シンポジウム後には、本校協力会主催による交流会が開催され、
金澤苫小牧市長をはじめ、苫小牧市テクノセンター鈴木館長、本校
同窓会前川会長など多数の方に参加いただき、本シンポジウムと合
わせて、協力会会員及び本校教職員、学生約170名が懇談を行い、
本校と協力会・地域との連携を再確認する一日となりました。

「苫小牧高専地域連携シンポジウム2024」を開催しました
地域共同研究センター長　長澤智明

会場の様子（シンポジウム） 会場の様子（交流会）

12 高専通信



2024 年度も、人手不足の深刻化やデジタルトランスフォーメーション（DX）の加速など、産業界は大きな変革期を

迎えています。このような状況下で、企業各社は優秀な人材の確保と育成に力を注いでおり、苫小牧高専は実践的な

技術者教育機関として、その社会的要請に応える重要な役割を担っています。

求人状況を見ると、本科では2,420 社（前年度 2382 社）、専攻科では626 社（前年度 528 社）と着実に増加して

います。これは、コロナ禍からの経済回復に加え、産業界における技術革新への対応に向けた人材需要の高まりを反

映しています。進路状況については、本科卒業生 183 名のうち、道内企業への就職が 33 名、道外企業への就職が

84 名、進学が 62 名（12月末時点）となっています。

キャリア教育センターでは、少子高齢化や働き方改革、AI・デジタル技術の急速な進展という時代の要請に応えるた

め、「変化に対応し、自らのキャリアを主体的にデザインする力」の育成を目指しています。具体的には、キャリア講話、

創造工学の授業、ホームルーム活動を通じて、実践的なコミュニケーション能力の向上、多様な価値観への理解促進、

将来を見据えた思考力の養成に取り組んでいます。

また、同窓会「樽前会」および地域企業で構成される「苫小牧高専協力会」との密接な連携により、学生たちは実

務に即した知識とスキルを習得する機会を得ています。企業ニーズを的確に把握し、それを教育内容に反映させること

で、卒業後すぐに実践力を発揮できる人材の育成を目指しています。

今後も、少子高齢化の進行や産業構造の変革といった社会課題に適切に対応しながら、苫小牧高専の卒業生が社

会の第一線で活躍し続けられるよう、地域企業や同窓会との連携を深め、時代が求める実践的な技術者教育を推進し

てまいります。
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キャリア教育センター活動報告
キャリア教育センター長　八

田茂実



国語研究室� 総合人文科学系　山際明利

国語担当教員として低学年の国語を担当していますが、それ以外
に一般選択の中国語、専攻科の人文社会科学特論（中国文化論）
を担当するのは、本来の専門が中国哲学だからです。今から一千
年ほど前、北宋の時代の儒学思想を研究しています。なかでも張載
（横渠先生、1020〜1077）の思想を専門に研究してきました。張
載は思想史概説書に必ず登場する重要な思想家ですが、一般に朱
子学の先駆者と認識され、その気の思想、天地気質の性説などは広
く知られるものの、朱子学に与えた影響は、周敦頤、二程子などと
比べて低く見積もられ、張載思想の特色を述べた専門書は存在し
ませんでした。令和四年、張載の思想を主題とした学位請求論文
を北海道大学に提出し、博士（文学）の学位を取得しました。この
論文を基に、日本学術振興会の研究成果公開助成を受けて、令和
六年十二月、北海道大学出版会から『張載思想研究宋明理学の中
の太虚説』を刊行しました。歴史上最初の、日本語による、張載の
思想を専門に論じた研究書です。本書において張載の虛気渾一思
想が従来言われてきた以上に近世儒学思想への影響力を保ったこ
と、特に従来言及の無かった点として、張載の思考方式が陽明学に

も大きな影響を与え
たと見られることを
明らかにしました。
現在は張載研究に

一区切りをつけ、朱
子の『儀礼経伝通
解』に関する研究に
没頭しています。研
究成果を十年以内
に、次の著書として公
刊できるよう励んで
います。
とうに六十歳を過ぎ、退職の日も近いのですが、学

問は一生のことであり、終りはありません。とりあえ
ず退職の日までは、学生のみんなに老人も勉強するの
だという姿を見せ続けたいと希望しております。
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T O P I C S
専攻科２年生が特許を取得しました
専攻科創造工学専攻２年生４名 (宇野慎太郎さん、松村碧陽さん、水野太貴さん、鳥濱来央さん ) が
出願していた発明について、審査の結果特許査定となりました。
４名は、専攻科の授業「マネジメント工学特論 I」の知的財産に関する演習で思いついた「脱ガムポイ
捨てガムボトル」のアイデアを令和５年度パテントコンテストに応募して「優秀賞」を受賞していましたが、
その後弁理士さんとブラッシュアップを行い、自分たちで明細書を完成させて出願していたものです。
本発明の容器は、取り出したガムの容積をゴミ箱として利用できるだけでなく、遊び空間によるカシャ

カシャ音の発生も抑えることができるもので、ガム以外の容器にも応用することが可能です。

本校専攻科生が情報処理北海道シンポジウムで学術研究賞を受賞しました
2024 年 12月１日（日）、北見工業大学にて開催された「情報処理北海道シンポジウム2024」において、
本校専攻科１年の大沢岬紀さんが発表した研究が学術研究賞を受賞しました。
学術研究賞は、シンポジウムで発表された情報処理技術に関する研究成果のうち、独創性や新規性に優

れ、特に学術的意義が認められる発表に贈られる賞です。
発表タイトルは「デジタルカーリングにおける高速シミュレーションの開発」であり、共著者は原田恵雨
准教授、土居茂雄教授、三上剛教授です。大沢さんは原田恵雨准教授の研究室に所属し、本研究に取り
組んでいます。
本研究では、デジタルカーリングのシミュレーションを高速化する技術が提案されました。この成果は今
後の研究においても重要な役割を果たすことが期待されています。具体的には、本シミュレーションを活用
し、デジタルカーリングの戦術を強化学習により効率的に学習させることを目指しています。
情報処理北海道シンポジウムは、道内の研究者や学生が最新の研究成果を発表する場として毎年開催されており、今年は52件の発表が行われました。
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○令和6年10月7日付
非常勤教職員
【採用】
事務補佐員（有馬准教授研究室） 山 本 惣 太
○令和6年10月9日付
非常勤教職員
【辞職】
事務補佐員（甲野教授研究室） 長谷川人美

○令和6年10月15日付
非常勤教職員
【採用】
技術補佐員（甲野教授研究室） 西槙航太郎
技術補佐員（甲野教授研究室） 橋 本 凜 咲
○令和6年11月1日付
非常勤教職員
【採用】
総務課総務係事務補佐員 齊藤かおり
○令和7年1月16日付
教育職員
【退職】
創造工学科准教授（電気電子系担当） 伊 藤 芳 浩

○令和7年1月31日付
非常勤教職員
【雇用期間の満了】
技術補佐員（菊田教授研究室） 今 　 優 花
技術補佐員（菊田教授研究室） 髙 橋 涼 太
技術補佐員（甲野教授研究室） 井 筒 歩 夢
技術補佐員（甲野教授研究室） 宇 山 　 諒
技術補佐員（甲野教授研究室） 竹 田 　 聖
技術補佐員（甲野教授研究室） 西槙航太郎
技術補佐員（甲野教授研究室） 橋 本 凜 咲
技術補佐員（甲野教授研究室） 横 川 愛 莉
技術補佐員（高橋教授研究室） 柏 　 正 剛
事務補佐員（有馬准教授研究室） 山 本 惣 太
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編集後記
　令和６年度はグローバルエンジニア育成事業が動き出し、国際交流活動が一層

活 発に行われた年でした。タイのカセサート大学への 低 学 年派 遣研 修、ニュー

ジ ーランドのEIT研 修、異 文化 交 流キャンプ、イングリッシュキャンプ、KOSEN 

Global Campが 実 施されました。また、マレーシアADTEC教 職 員研 修、モンゴル

高専化学系教員研修の受け入れなども実施いたしました。こうした活動を通して、

国際コミュニケーション力の涵養と多文化共生理解を目指し、グローバルエンジニア

育成体制構築に努めております。

　高専通信167号では、高専祭、冬季体育大会、工場見学旅行、総合研修旅行など

の 学 校 行事 関 連 の記 事を中心 に、校 長 の 新 年 の 挨 拶、新 学 生 会 長・新寮 長 の

挨拶、さらに高専ロボコン2 0 2 4 北海道地区大会報告などについて掲載しました。

最新の情報は、本校HPをご覧いただければと思います。

令和７年度も本校の教育活動へのご理解、ご協力いただくとともに、苫小牧高専

の新たな挑戦にご支援賜りますようお願い致します。

副校長（総務主事）　平野博人

高専通信


